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なわち人間は，一般的に公人としての資格（in their public capacity）に






























































































































































































































































































Primacy of the Abstract）』で次のように述べている。
　　 「われわれが他人の活動を見るさいにその意味を理解させるものは何で
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　英語という言語を述べるに当たり，幾つか述べておかねばならない。ま
ず，英語の発達である。紀元 700 年頃から 1150 年ごろまでの古英語（Old 
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  　 「万物を司る恵み深き，賢明な存在，それは人間をして，その意図のいかん
にかかわらず，かれら自身の利己的利益追求において，かれら自身の個人的
成功を一般的善と結びつけることを余儀なくされている。」Ferguson, A., An 
Essay on the History of Civil Society, (1st end. 1767) p. 187., p. 188. Tucker, 
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して扱っている。これもソシュールに通じる議論である。
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